
- 1 -

【学力向上フロンティアスクール中間報告書】

都道府県名 福 岡 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 嘉穂町立牛隈小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６ １２
児童数 １４ １１ １５ １４ ２０ ２０ ０ ９４

Ⅱ研究の概要
１．研究主題

確かな学力を培う理科・算数科学習指導
ー発展的学習・補充的学習の教材開発を通してー

２．研究内容と方法
（１）実施学年・教科

１年生～６年生：算数（子どもの理解度に差が出やすい教科である
３年生～６年生：理科（子どもの理解度に差が出やすい教科である

（２）年次計画

○【テーマ】
確かな学力を培う理科・算数科学習指導

ー発展的学習・補充的学習の教材開発を通してー
○【仮説】

平 理科・算数科を中心に、発展的学習、補充的学習の教材開発を行い、
成 適切な指導を工夫すれば子どもに確かな学力を培うことができるで

あろう。14
年 ○【研究の内容・方法】
度 ・学習指導要領の基準を超えた発展的学習の教材を開発する。

・学習指導要領を基準とした学習内容が未定着な子どもを援助・支援
する補充的学習の教材を開発する。

・開発した教材を生かす、習熟度別指導、少人数授業、教科担任授業、
ＴＴ授業等の指導体制の在り方を工夫する。

○【テーマ】
確かな学力を培う理科・算数科学習指導

ー発展的学習・補充的学習の教材開発を通してー
平 ○【仮説】
成 理科・算数科を中心に、開発した教材を活かす観点別学習状況の評価

活動を工夫すれば子どもに確かな学力を培うことができるであろう。15
年 ○【研究の内容・方法】
度 ・学習指導要領を基準とした内容が定着したかどうかを評価する観点別
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学習状況の評価規準及び評価基準表を作成する。
・単元の各時間における観点別評価基準表に基づいた子ども一人ひとり
の観点別評価一覧表を作成し、指導と評価の一体化を図る。

○【テーマ】
確かな学力を培う理科・算数科学習指導

ー発展的学習・補充的学習の教材開発を通してー
平 ○【仮説】
成 学校の全教育活動で学力向上の基礎となる読書活動を推進すれば子ど

もに確かな学力を培うことができるであろう。16
年 ○【研究の内容・方法】
度 ・学力向上の基礎となる読書活動を推進するため「朝の読書活動の推奨

・支援 「読書感想画の作成 「読書郵便の作成」等を工夫する。」 」
・家庭と一体となった読書活動を推進するため「サンデー読書タイム」
を実施する。

（３）研究体制
校 長

教 頭

研究推進委員会

理科部会 算数部会
甲斐、 新郷、 神田、 西脇、 柏民、 和智、 平尾、 河内、
金田 安藤
○ 小規模校であるため、年３回の公開授業を実施する教科によって、部会構成を柔軟に
変更する。

Ⅲ 平成１５年度の成果及び課題
１．研究の成果

ア 発展的学習や補充的学習などの個に応じた指導のための教材開発
① 子どもが自ら学習課題を設定し、課題を解決しながら主体的に学習を進めて
いく発展的学習・補充的学習を組み込んだ単元計画を作成することができた。

② 課題解決にあたって、インターネットや表計算などパソコンの効果的な活用
を行うなど多様な学び方を経験させることができた。

③ ビデオ、パソコン、テープレコーダーなどを活用して調べ、それらを使って
発表していくなど、表現方法が豊かになった。

④ 自分の解決方法や結果についての考えの交流を通して、多様な考えやお互い
の良さを認めあう学習集団づくりができた。

イ 観点別学習状況の評価規準・評価基準の作成・活用による指導と評価の一体化
① 子ども一人ひとりの学習指導要領に示された目標の定着状況を確実に把握し、
次時の学習課題を設定し、習熟度別指導を行うことができた。
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② 評価補助簿を活用し、指導と評価の一体化に取り組むことができた。
③ 習熟度別指導による発展的学習・補充的学習に対する子どもたちの主体性を
高めるための自己評価テスト・教師面接を行うことができた。

２．今後の課題

ア サンデー読書タイムの実施
本年度は、朝の 分間読書に加え、確かな学力を培う基盤となる読書活動を10

推進するために、読み聞かせの会、読書郵便の取組を行った。平成 年度は、16
さらに家庭と一体となった読書活動を推進するため「サンデー読書タイム」を
計画している。

イ 学習のふりかえり活動の充実
本年度は、発展的学習・補充的学習を主体的に行わせるため自己評価テスト

・教師面接を行った。平成 年度は、確かな学力向上のため子ども一人ひとり16
の自己評価能力を高める毎時間のふりかえり活動を充実させる必要がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

（ ） （ ）・学力テスト 平成１５年５月 ２～６年 国・算・理 ４～６年
・福岡県学力実態調査（平成１６年２月６日） ６年 国・社・算・理

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

【テーマ】 確かな学力を培う理科・算数科学習
【教科・領域】 理科・算数科
【対 象】 保護者，地域住民、教職員
【実施日】 平成１５年 ６月２７日（月） 第１回授業公開

平成１５年１０月２７日（月） 第２回授業公開
平成１６年 １月２８日（火） 平成１５年度実践交流会

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 １４年度からの継続校a

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級a

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導a a

一部教科担任制 □その他a

【研究教科】 □国語 □社会 算数 理科a a

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 □無a
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